
センター的機能のご案内

教育相談

揖斐特別支援学校は、教職員の専門性や施設・設備を活かして、地域における特別支援教育
に関するセンターとしての役割を担っています。

相談内容の秘密は厳守いたします。

発達が気になるお子さんの教育に関わる研修会を開催します。また、地域へ出向いての研
修会にも応じます。

学校案内
School Guide

岐阜県立揖斐特別支援学校
Gifu prefectural IBI special-needs school

本校にご来校いただいての相談です。本
校での学校見学等も行っています。継続相
談も可能です。

来校相談

必要に応じて相談員が園や学校を訪問し、
相談に対応します。

訪問相談

研修会のご案内

■一般交通機関
揖斐川町コミュニティバス 横蔵線 揖斐特別支援学校前 下車徒歩１分
■車の場合
岐阜方面から：国道157号線谷汲山大橋から県道山東岐阜本巣線40号、県道251号線経由 約10分
大垣方面から：名神高速大垣ICから国道258号、417号、303号、県道251号線経由 約45分

校章について
岐阜県立揖斐特別支援学校

〒501-1313  岐阜県揖斐郡揖斐川町谷汲深坂２７６０番地

TEL 0585-56-0050 FAX 0585-55-2055

E-mail c27333@gifu-net.ed.jp

ホームページ http://school.gifu-net.ed.jp/ibi-sns/

三角形は揖斐の山を表し、中の図案
化したＩＢＩ（揖斐）の文字は、鳥
が羽ばたき飛び立つ様、ゆりの花、
さわやかな風を表しています。また、
三つの星は、小学部・中学部・高等
部の児童生徒の輝きを表しています。

交通案内

揖斐特別支援学校
キャラクター
いびユリちゃん



知的障がい・肢体不自由・病弱の児童生徒が、小学部・中学部・高等部の３つの学部で学ぶ特別支援学校です。

地域社会の中で、生き生き伸び伸びと生活する児童生徒を目指すため、児童生徒

がもつ可能性を最大限に伸ばし、地域社会に参加していく基礎的・基本的な力を

身に付けることができるように、次のことをねらいとしています。

教育
目標

いきいき のびのび かがやこう

地域交流

●児童生徒一人一人の障がいの状態や特性、発達段階等に応じたきめ細かい教育支援を行う。

●地域に根差し、仲間と共に、たくましく明るく生きる力を育む。

●児童生徒の主体的な自立と社会参加を促すため、基礎的・基本的な知識や技能を培う。

●いろいろなものに興味・関心をもち、自分の思いを周囲に伝える力を身に付ける。

●友達や教師と関わる中で、優しい心を育てる。

●生活のリズムを整え、元気に活動し、丈夫な体をつくる。
小学部

●自立と社会参加の推進を目指した授業を行い、協働力、知識・技能を身に付ける。

●授業や行事への参加を通して、自己を理解し、周囲との関係を理解する力を養う。

●健康管理指導を通して、疾病予防習慣を育成する。

●主体的に学習に取り組む態度を養い、基礎的・基本的な知識・技能を習得させ、
課題解決に必要な思考力、判断力、表現力を育む。
●健康な身体と豊かな心を育み、コミュニケーション能力の向上を図る。
●望ましい勤労観と社会性を身に付け、進んで仕事に取り組む意欲を育む。

衣服の着脱、食事、挨拶やき
まり等、基本的な生活習慣を
身に付けます。

障がいによる困難を主体的に
乗り越えていく力を身に付け
ます。

知的障がい・肢体不自由・病
弱等の障がいに対応していま
す。

社会人として働く生活に向け
て必要な知識・技能・態度を
身に付けます。

生活に密着した体験を通し
て「生きる力」を身に付け
ます。

スポーツ部・リトミックダ
ンス部・美術部があります。

痰の吸引や経管栄養等の支援が
必要な児童生徒のため、看護師
が主治医の指示書に基づいて医
療的ケアを行います。

揖斐川町、池田町、大野町
方面に毎日運行しています。

障がいのため通学して教育を受けることが困難な児童生徒に対して、
教師が出掛けて授業を行う形態です。

春の遠足
「谷汲緑地公園」

総合的な
学習の時間
「川と環境」

谷汲中学校
との交流

作業製品販売
「あつまれ！谷汲３３
フリーマーケット」

谷汲山
参道清掃

校外学習
「谷汲の鬼を
見に行こう」

中学部

高等部

小学部
中学部 高等部
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